
４．先々月・先月の両園地探鳥会 
①くろんど園地（11月） 出発してすぐツグミ、ルリビタキ、月の輪滝手前

の広場でノスリ4、ハイタカ3、トビ4が次々と旋回し、ハシブトガラスの群れ
も加わりたっぷり楽しませてくれた。キクイタダキが杉の木に、更にエナ
ガの群れも出て幸先の良くスタートした。管理棟前ではイカル25、ツグミ、
シロハラ、昼食中にアオゲラがよく鳴いた。くろんど池ではビンズイがしっ
かり見えキクイタダキ2羽同じ木にいました。天気が良く鳥も沢山観察で
きた楽しい探鳥会でした。 

②ほしだ園地(12月)  天田神社経由の私市集落でジョウビタキ・モズ・イ
ソヒヨドリ、天野川に出てカワセミ、キ・ハク・セグロのセキレイ3種、そして
上空を舞うイワツバメの群など、スタートから鳥が出てくれた。山地に入っ
ても天野川にコガモ・カルガモ・カワセミ、林にルリビタキ・ジョウビタキ・カ
ラの混群・ソウシチョウが出てくれました。ハヤブサが見えず、ツグミが1
羽のみと残念だったが、帰りにベニマシコも出て、穏やかな小春日和に
参加してくださった人々の前に、38種もの鳥が出てくれた。 

５.日本野鳥の会大阪支部からのお知らせ 
①北河内の定例探鳥会（2018年2月度）案内 
山野も水辺も冬鳥が多く、一年中で最も鳥が楽しめる季節です。 

  曜日  （月日）   場所      集合時間・場所   
第１(日) (2/4) 牧野(淀川)  9:00京阪牧野駅穂谷川堤防  
第２(日）（2/11) 山田池公園 9:30現地公園北入口駐車場 
第３(土）(2/17) 緑の文化園 9:00JR学研都市線四条畷駅東口 

第4(土)(2/24) ほしだ園地 9:30京阪交野線私市駅前  

②日本野鳥の会入会時の会費  
会員区分    おおぞら会員    赤い鳥会員    むくどり会員 

(内容)     (本部+支部)       (支部のみ)  (支部・但し1年のみ) 
年会費          7500円       3500円       1000円 
入会金(初年度のみ) 1000円       1000円        ― 
会報 隔月刊(支部) 「むくどり通信」  「むくどり通信」  「むくどり通信」 

       （本部)      「野鳥」    （今年は支部から鳥類目録）   ―    

探鳥会初めての方、17年度は赤い鳥会員として入会しませんか。 

赤い鳥で大阪支部に入会してくださった方、大阪の鳥決定版、 

「大阪府鳥類目録」を無償でお送りします。 
  

③ 探鳥会参加費  会員 100 円 非会員 200 円 

参加費+名簿記入で探鳥会保険に入っていますが、痛みまでは
保証しません。自分の安全を確認し鳥見を楽しみましょう。 
尚、交野野鳥の会会員であって、日本野鳥の会非会員の方は 
200円お願いします。 

 府民の森“くろんど園地探鳥会” 
（毎月第４土曜日 両園地通算第217回） 

 平成30(2018)年1月27日(土) 9:30～15:00 

日本野鳥の会大阪支部  平軍二(090-6901-1425) 
友田武・神戸徹・小田原正明・斉藤健 

１．交野の鳥シリーズ(75)キクイタダキ 
今月の鳥は、河村壽さんが1/14,21に

ほしだ園地で写されたキクイタダキで
す。キクイタダキは頭頂部に黄色い冠
羽があり、「菊を戴く」という意味か
ら命名されました。キクイタダキの体
長は約10㎝、先月紹介したミソサザイ
とともに、日本で一番小さい鳥、左写

真のように黄色い冠羽の内側に赤色
の斑が見えると雄である。 
キクイタダキは針葉樹の高い所にい
てしかも俊敏なことから、写真のよう
に頭頂の斑がはっきり見えることが
多くありません。 

2013年1月牧野探鳥会では、林床の
地上に広がるノイバラのブッシュに
多数のキクイタダキが飛び交い、距離
１～２mと、望遠鏡はおろか双眼鏡に

も入らぬ距離に近づいてきて、菊の花びらを肉眼でゆっくり見
ることができた、嬉しい経験があります。 

(しかし現在、牧野探鳥会コースの林は全面伐採中、もうキク
イタダキを見ることができないと思います) 

そんなこともあり、今日はキクイタダキを観察したいと思って
います。 

２．今日も厳しい冷え込み 
昨夜は日本海側から雪雲が流れてきています。くろんど園地

周辺には雪が積もっていると思いますので、滑らないよう十分
注意して歩きましょう。 

 



年 年

月 11 12 1 2 3 月 11 12 1 2 3

日 25 23 27 24 24 日 25 23 27 24 24
く ほ く ほ く く ほ く ほ く

科名 種名 回 ろ し ろ し ろ 科名 種名 回 ろ し ろ し ろ

数 ん だ ん だ ん 数 ん だ ん だ ん

No ど ど ど No ど ど ど

215 216 217 218 219 215 216 217 218 219

ｷｼﾞ ヤマドリ 4 ﾐｻｺﾞ ミサゴ 339

ｷｼﾞ キジ 5 ﾀｶ ハチクマ 340

ｶﾓ ハクチョウSP 19 ﾀｶ トビ 342 4

ｶﾓ オシドリ 24 ﾀｶ ツミ 354

ｶﾓ ヨシガモ 27 15 ﾀｶ ハイタカ 355 3 1

ｶﾓ ヒドリガモ 28 ﾀｶ オオタカ 356 1

ｶﾓ マガモ 30 ﾀｶ サシバ 357

ｶﾓ カルガモ 32 7 ﾀｶ ノスリ 358 4 1

ｶﾓ ハシビロガモ 34 ｶﾜｾﾐ カワセミ 383 2 4

ｶﾓ コガモ 38 6 ｷﾂﾂｷ コゲラ 390 8 13

ｶﾓ ホシハジロ 42 ｷﾂﾂｷ アカゲラ 393 1

ｶｲﾂﾌﾞﾘ カイツブリ 62 ｷﾂﾂｷ アオゲラ 397

ﾊﾄ キジバト 74 1 9 ﾊﾔﾌﾞｻ チョウゲンボウ 401

ﾊﾄ アオバト 78 ﾊﾔﾌﾞｻ ハヤブサ 407

ｺｳﾉﾄﾘ コウノトリ 119 ｻﾝｼｮｳｸｲ サンショウクイ 412

ｳ カワウ 127 1 ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷサンコウチョウ 418

ｻｷﾞ ゴイサギ 139 ﾓｽﾞ モズ 420 5 2

ｻｷﾞ ササゴイ 141 ｶﾗｽ カケス 427

ｻｷﾞ アオサギ 144 1 ｶﾗｽ ハシボソガラス 435 2

ｻｷﾞ ダイサギ 146 ｶﾗｽ ハシブトガラス 436 26 10

ｻｷﾞ コサギ 148 2 ｶﾗｽ キクイタダキ 438 4 1

ｸｲﾅ バン 174 1 ｼｼﾞｭｳｶﾗ コガラ 441

ｸｲﾅ オオバン 175 28 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヤマガラ 442 6 11

ｶｯｺｳ ホトトギス 185 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヒガラ 443

ｶｯｺｳ ツツドリ 187 ｼｼﾞｭｳｶﾗ シジュウカラ 445 3 5

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ アマツバメ 192 ﾂﾊﾞﾒ ツバメ 457

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ヒメアマツバメ 193 ﾂﾊﾞﾒ コシアカツバメ 459

ﾁﾄﾞﾘ ケリ 195 ﾂﾊﾞﾒ イワツバメ 461 32

ﾁﾄﾞﾘ コチドリ 203 ﾋﾖﾄﾞﾘ ヒヨドリ 463 23 31

ｼｷﾞ イソシギ 244 ｳｸﾞｲｽ ウグイス 464 2 5

2017 2018 2017 2018

３．今日観察した鳥 

 

 

琵琶湖・大浦海岸(湖北の野鳥) 2 月 14 日(水) 
集合 9：40 JR 湖西線永原駅  解散 同駅 14：30 
   （大阪駅 7：45 発新快速敦賀行、京都駅 8：21 発、永原駅 9：31 着が便利） 

参加費：会員 100 円、非会員 200 円   担当：松岡三紀夫氏(090-2389-2743)他 
内容：琵琶湖最北端、長浜市西浅井町大浦は、大浦湾を囲んで里山・田畑・小さな河川と、変化に飛

んだ環境で、水辺のカモ類・小鳥類・猛禽類が生息しています。 

（平注記：日本海側気候なので滋賀県北部・福井県南部の気象情報を確認の上,参加のこと。） 

年 年

月 11 12 1 2 3 月 11 12 1 2 3

日 25 23 27 24 24 日 25 23 27 24 24
く ほ く ほ く く ほ く ほ く

科名 種名 回 ろ し ろ し ろ 科名 種名 回 ろ し ろ し ろ

数 ん だ ん だ ん 数 ん だ ん だ ん

No ど ど ど No ど ど ど

215 216 217 218 219 215 216 217 218 219

ｳｸﾞｲｽ ヤブサメ 465 ｽｽﾞﾒ スズメ 569 3 11

ｴﾅｶﾞ エナガ 466 11 29 ｾｷﾚｲ キセキレイ 573 1 5

ﾑｼｸｲ オオムシクイ 476 ｾｷﾚｲ ハクセキレイ 574 1 4

ﾑｼｸｲ メボソムシクイ 477 ｾｷﾚｲ セグロセキレイ 575 3 6

ﾑｼｸｲ エゾムシクイ 479 ｾｷﾚｲ ビンズイ 580 1 3

ﾑｼｸｲ センダイムシクイ480 ｱﾄﾘ アトリ 586

ﾒｼﾞﾛ メジロ 485 17 23 ｱﾄﾘ カワラヒワ 587 3 12

ﾖｼｷﾘ オオヨシキリ 492 ｱﾄﾘ マヒワ 588

ﾚﾝｼﾞｬｸ ヒレンジャク 501 ｱﾄﾘ ベニマシコ 592 2

ﾐｿｻｻﾞｲ ミソサザイ 504 ｱﾄﾘ ウソ 599

ﾑｸﾄﾞﾘ ムクドリ 506 10 ｱﾄﾘ シメ 600

ﾑｸﾄﾞﾘ コムクドリ 508 ｱﾄﾘ イカル 602 25

ｶﾜｶﾞﾗｽ カワガラス 512 ﾎｵｼﾞﾛ ホオジロ 610 3

ﾋﾀｷ トラツグミ 514 ﾎｵｼﾞﾛ カシラダカ 617

ﾋﾀｷ マミチャジナイ 520 ﾎｵｼﾞﾛ ミヤマホオジロ 618

ﾋﾀｷ シロハラ 521 8 6 ﾎｵｼﾞﾛ アオジ 624 6 7

ﾋﾀｷ アカハラ 522 ﾎｵｼﾞﾛ クロジ 625

ﾋﾀｷ ツグミ 525 11 1 ｷｼﾞ コジュケイ

ﾋﾀｷ コマドリ 530 ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) 3

ﾋﾀｷ ルリビタキ 536 8 3 ﾁﾒﾄﾞﾘ ソウシチョウ 3 10

ﾋﾀｷ ジョウビタキ 540 3 9 ハイタカSP

ﾋﾀｷ ノビタキ 542 　観察種数合計 34 38

ﾋﾀｷ イソヒヨドリ 549 1 個体数 246 292

ﾋﾀｷ エゾビタキ 552 天候 晴 晴

ﾋﾀｷ サメビタキ 553 参加者 33 24

ﾋﾀｷ コサメビタキ 554

ﾋﾀｷ キビタキ 558

ﾋﾀｷ オオルリ 561

イワヒバリカヤクグリ 566

ｽｽﾞﾒ ニュウナイスズメ568 5

2018 2017 20182017

 

 

 

 

 

植物＋α 京都御苑＋下鴨神社（イカル・カワアイサ）1 月 30 日(火)  
集合：9：30 京都地下鉄丸太町駅北側改札口  解散：14:30 頃・下鴨神社糺の森付近 

参加費：会員 １００円、一般 ２００円、他にカラー資料代 100 円 

担当：  平 軍二（090-6901-1425、メール g-hira@nifty.com） 
内容：京都御苑は江戸時代に宮家・公家の邸宅が立ち並んでいた所。明治に東京遷都後、邸宅跡

地が公園として整備され市民へ開放された。御苑内の木々は植樹後 100 年を超えており、巨樹

（幹周り３ｍ以上）となっている。また、下鴨神社・鎮守の森「糺の森」は、賀茂川の氾濫原の名残

からケヤキ・ムクノキ・エノキなどの林となっている。成り立ちが異なる二つの森で巨樹を観察、そ

の巨樹を利用しているイカルなどの冬鳥を観察する。 
お願い：資料の過不足を無くしたいので、参加される方は平宛に連絡ください 

冬は鳥が一番多い季節 
 寒い冬は鳥見も大変ですが、冬こそ

バードウォッチング。ぜひ外出して鳥
を楽しみましょう。 


